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6月号
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主な内容　p2稲敷市フナ釣り大会・かぼちゃフェア、p3市長への手
紙、p4子ども子育て支援新制度、p5臨時福祉給付金・子育て世帯
臨時特例給付金、p13ふるさと応援寄附金、ほか

表紙　あずまミルキークイーン
「田植祭」での1コマ（関連記事
p20）



開　催　日 ：　6月8日（日）　午前5時から午後2時（午後2時検量締切）
　　　　　　　※ 雨天決行
参　加　料 ：　600円
申込み期間 ：　5月31日（土）から6月8日（日）　午前8時から午後5時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大会当日は午前4時から）
申込み場所 ：　市内釣り宿店＝小松屋旅館（西代）、新利根屋（上須田）、水神
　　　　　　　屋食堂（上須田）、中島屋（西代）、堀井つり舟店（西代）、松屋
　　　　　　　ボート（上須田）、レストランあづま（西代）
釣　り　場 ：　横利根川、新利根川を含む市内全水域
表彰式会場 ：　稲敷市役所 東庁舎　午後3時から
問 合 せ 先 ：　稲敷市ふな釣り大会実行委員会（稲敷市役所商工観光課内）
　　　　　　　☎029−892−2000（内線5600）

第45回 稲敷市ふな釣り大会開催

江
戸

崎 か ぼ ち
フ

ェ
ア

ゃ

I N　ポティロンの森

開　催　日 ：　6月15日（日）　午前10時から午後3時
場　　　所 ：　ポティロンの森　（上君山2060-1）
問 合 せ 先 ：　江戸崎かぼちゃフェア実行委員会（稲敷市役所商工観光課内）
　　　　　　　☎029−892−2000（内線5600）
　　　　　　　　　　　

江戸崎かぼちゃフェアが6月13日（金）から7月13日（日）まで開催されます。
6月15日（日）にポティロンの森で開催される「江戸崎かぼちゃフェアin ポテ
ィロンの森」では、江戸崎かぼちゃを使ったお菓子・料理の販売をはじめ、ビン
ゴ大会、郷土芸能披露などイベント盛りだくさんです。 当日は駐車場・入園と
もに無料となります。
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「市長への手紙」まちづくりにあなたの声を
市民の皆様のご意見・ご提案をお願いします

「
市
長
へ
の
手
紙
（
住
民
提
案

カ
ー
ド
）」は
、
皆
様
の
声
を
反

映
さ
せ
た
住
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
的
に
し
た
、
手
紙
に

よ
る
提
案
制
度
で
す
。

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、
広
報

紙
に
折
り
込
む
と
と
も
に
、
市

役
所
各
庁
舎
を
は
じ
め
公
民
館

な
ど
市
の
施
設
に
置
い
て
あ
り

ま
す
。稲
敷
市
の
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
日
頃
市
民

の
皆
様
が
考
え
て
い
る
こ
と
、

望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
今
年

も
た
く
さ
ん
の
手
紙
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
手
紙

は
、
す
べ
て
市
長
が
読
み
、
関

係
各
課
に
回
付
し
、
市
政
運
営

の
た
め
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
提

案
者
に
は
で
き
る
限
り
文
書
な

ど
で
回
答
し
て
お
り
ま
す
。

▼ 

回
答
に
つ
い
て

⃝

回
答
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
須
項
目（
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
等
）
を
必
ず
ご
記
入
く
だ

さ
い
。記
入
が
不
完
全
な
場
合

や
匿
名
の
場
合
に
は
「
参
考
意

見
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
回

答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

行財政
　健全な自治体経営の推進 10件
　公共施設の管理と適正配置 5件
　広報・広聴 7件

住民参画
　市民恊働の推進 1件

教育・文化
　生涯学習の推進 1件

保健・福祉
　地域福祉 3件
　介護保険制度 2件 
　高齢者福祉 1件 
　障害者福祉 1件
　子育て支援の充実 1件
　国民健康保険・国民年金 1件
　地域医療体制の充実 1件

平成25年度「市長への手紙」内容別集計

産業
　観光の振興 1件

都市基盤・生活環境
　住宅・住環境 2件
　道路 7件
　公共交通 3件
　防災 3件
　上水道 1件 
　生活排水 2件
　消防・救急 1件
　防犯 4件
　消費生活 1件
　地域情報化 5件

環境保全・自然環境
　自然環境・霞ヶ浦
　　　　　の保全と活用 1件
　公害対策・環境美化の推進 2件

⑷
同
一
主
旨
や
類
似
の
内
容
に

関
す
る
繰
り
返
し
の
も
の

⑸
そ
の
他
、本
来
市
が
回
答
す
べ

き
内
容
で
な
い
も
の
、市
が
回
答

で
き
な
い
と
判
断
し
た
も
の

　
昨
年
４
月
か
ら
今
年
３
月
ま

で
に
寄
せ
ら
れ
た
55
通
67
件
の

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

（
一
つ
の
手
紙
に
複
数
の
提
案
な

ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
紙
の

数
と
提
案
数
は
一
致
し
ま
せ
ん
）

　

ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

▼
問
合
せ
先

稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸
崎

庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
４
０
０
）

⃝

次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

回
答
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

⑴
特
定
の
個
人
や
団
体
の
誹

謗
・
中
傷
お
よ
び
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
関
わ
る
も
の

⑵
特
定
の
個
人
や
団
体
の
営
利

を
目
的
と
し
た
も
の

⑶
思
想
や
宗
教
に
関
わ
る
も
の

住　所

氏　名 年　齢 電　話

職　業性　別

テーマ：
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臨
時
福
祉
給
付
金
・

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

消
費
税
が
８
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
際
し
、暫
定
的
・
臨
時
的

な
措
置
と
し
て
、
臨
時
福
祉
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽ 

給
付
対
象
者

平
成
26
年
度
の
市
民
税（
均
等
割
）が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
が
対
象
で
す
。

※
た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
や
生
活
保

護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い

る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
25
年
分
の
所
得
の
申
告
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、臨
時
福
祉
給

付
金
の
審
査
・
給
付
に
支
障
を
お

よ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽ 

給
付
額

○
給
付
対
象
者
１
人
あ
た
り　

　
１
万
円

○
給
付
対
象
者
の
中
で
次
に
該
当

す
る
方
は
５
千
円
を
加
算

ア 

老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
等

イ 

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者

手
当
等
の
受
給
者
等

▽ 

申
請
先

基
準
日（
平
成
26
年
１
月
１
日
）に

お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る

市
町
村
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
期
間
：
６
月
13
日
〜
９
月

30
日

▽
申
請
方
法
：
支
給
の
対
象
に
な

る
と
思
わ
れ
る
方
に
申
請
書
を
お

送
り
し
ま
す
。返
信
用
封
筒
を
同

封
し
ま
す
の
で
、
確
認
書
類
を
必

ず
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
各
庁
舎

総
合
窓
口
課
（
新
利
根
庁
舎
は
社

会
福
祉
課
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
方
法
：
審
査
終
了
後
、
申

請
書
に
記
載
し
た
指
定
口
座
に
振

り
込
み
に
な
り
ま
す
。

【
必
要
と
な
る
も
の
】

▽
確
認
書
類
：
申
請
す
る
全
員
の

本
人
確
認
書
類
の
写
し
。

（
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、写
真
付

き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
写
真

付
の
学
生
証
、保
険
証
な
ど
）

・
振
込
指
定
口
座
の
写
し

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利
根
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０

０
０（
内
線
３
２
０
５・３
２
０
６
）

【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
】

消
費
税
の
引
上
げ
に
際
し
、
子
育

て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、
子

育
て
世
帯
の
消
費
の
下
支
え
を
図

る
た
め
臨
時
的
な
給
付
措
置
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽ 

給
付
対
象
者

平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
含
む
）
の
対
象
と

な
る
児
童
。

※
た
だ
し
、
平
成
25
年
分
の
所
得

が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
限
度
額

以
上
の
者
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の

対
象
者
お
よ
び
生
活
保
護
の
被
保

護
者
等
は
対
象
外
で
す
。

▽ 

給
付
額

○
児
童
手
当
対
象
児
童
１
人
に
つ
き

　
１
万
円

▽ 

申
請
先

支
給
対
象
者（
公
務
員
を
含
む
）は
、

基
準
日（
平
成
26
年
１
月
１
日
）に

お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る

市
町
村
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
期
間
：
６
月
13
日
〜
９
月

30
日

▽
申
請
方
法
：
支
給
の
対
象
に
な
る

と
思
わ
れ
る
方
（
公
務
員
を
除
く
）

に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。郵
送

さ
れ
た
書
類
を
確
認
し
、
申
請
用
紙

に
記
入
、
押
印
を
し
て
、
各
庁
舎
総

合
窓
口
課
（
新
利
根
庁
舎
は
子
ど
も

家
庭
課
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
方
法
：
審
査
後
、児
童
手
当

の
口
座
に
振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。

（
公
務
員
の
皆
さ
ま
へ
）

▽
申
請
期
間
：
６
月
13
日
〜
９
月

30
日

▽
申
請
方
法
：
職
場
か
ら
配
布
さ

れ
て
い
る
申
請
書
、
児
童
手
当
受
給

者
状
況
証
明
書
と
振
込
口
座
の
通
帳

の
写
し
を
添
え
て
各
庁
舎
総
合
窓
口

課
（
新
利
根
庁
舎
は
子
ど
も
家
庭

課
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
方
法
：
審
査
後
、
申
請

書
に
記
載
し
た
指
定
口
座
に
振

り
込
み
に
な
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課（
新
利
根

庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
３
４
０
２
）

『
臨
時
福
祉
給
付
金
』や『
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
』
の

振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の

搾
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　
　

光
葉
地
区

総
務
省
統
計
局
で
は
、
６
月
か

ら
11
月
に
光
葉
地
区
の
一
部
で

「
労
働
力
調
査
」を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
就
業
状
況
を

調
べ
経
済
対
策
や
失
業
対
策
な

ど
に
活
か
す
た
め
の
調
査
で
す
。

　
調
査
員
が
各
世
帯
に
う
か
が

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
内
容
は
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

▽
調
査
開
始
月
：
６
月

▽
調
査
地
域
：
光
葉
地
区
の

一
部

■ 

問
合
せ
先

茨
城
県
企
画
部
統
計
課
人
口

労
働
担
当　
☎
０
２
９
︲
３

０
１
︲
２
６
４
９

「子ども・子育て支援新制度」
　平成24年8月10日、「子ども・子育て関連3法」が可決・成
立し、8月22日に公布されました。
　そこで、「子ども・子育て関連3法」に基づく、「子ども・子育
て支援新制度」についてご紹介します。
　　　　　　　　　　　　稲敷市子ども家庭課（新利根庁舎）
　　　　　　　　　　　　☎029 - 892 - 2000（内線3403）

子ども・子育て支援新制度の概要

 新たな制度の目的は？

「子ども・子育て支援新制度」は、１人１人の子どもが健
やかに成長することができる社会の実現を目指して創設
されるもので、次の3つの目的を掲げています。
1. 質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的な提供
2. 保育の量的拡大・確保、教育・保育の質的改善
3. 地域の子ども・子育て支援の充実

1.「質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的な提供」に向けて
　幼稚園と保育所の機能を併せ持つ「認定こども園」制度が改善されます。
　具体的には、4種類ある認定こども園のうち、「幼保連携型認定こども園」という種類の施設について、設備や運
　営に関する基準、提供される教育・保育の内容などが新たに定められます。
2.「保育の量的拡大・確保、教育・保育の質的改善」に向けて
　「小規模保育」、「家庭的保育」などのさまざまな手法による保育に対する新たな財政措置を行い、提供される保育
　の量や種類を増やしたりすることで、待機児童を解消することが目指されています。
3.「地域の子ども・子育て支援の充実」に向けて
　地域における子育て支援に関するさまざまなニーズに応えることができるよう、「放課後児童クラブ」、「一時預か
　り」、「延長保育」、「地域子育て支援拠点事業」などのさまざまなサービスの拡充を図ることとされています。
4. 財源について
　消費税率引き上げ（10％）によって確保する約0.7兆円の財源が、恒久的な財源として、この新制度に充てられます。

　　子ども・子育て支援新制度に関するQ&A

Q1：入所・入園などの手続きはどう変わるの？
　幼児教育・保育を受けること（入所・入園）を希望される場合は、稲敷市に申請して保育の必要性の認定（「支給認定」
　といいます。）を受けていただき、稲敷市からは、認定結果に応じた「認定証」を発行します。
　認定された保育の必要性の有無や保育の必要量に応じて、認定こども園、幼稚園、保育所などの中から、それぞれ
　のニーズに合った施設や事業をご利用いただきます。
　※ 利用手続きや詳細については、９月号にてお知らせします。
Q2：利用料金はどうなるの？
　利用者の皆様にご負担いただく費用は、利用者の負担能力（所得など）に応じて設定されますが、その詳しい内容
　は、現在、国で議論されているところです。
Q3：いつから制度が変わるの？
　平成27年4月から、新制度に基づくサービスを本格的にスタートすることが目指されています。

 「子ども・子育て関連3法」とは？

新制度の創設に関する次の3つの法律を合わせて、「子ど
も・子育て関連3法」と呼ばれています。
1. 子ども・子育て支援法
2. 認定こども園法の一部を改正する法律
3. 関係法律の整備などに関する法律
　（児童福祉法の一部改正等）

制度の主な内容は？
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児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

　

各
種
手
続
き
の
ご
案
内

児
童
手
当
は
、児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、家
庭
な
ど
に
お
け
る

生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、次
代
の
社
会
を
担
う
児
童

の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象

中
学
校
修
了
前
（
15
歳
到
達
後

最
初
の
年
度
末
）
ま
で
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
方
。

※
子
ど
も
が
国
内
居
住
し
て
い
る

こ
と
。（
留
学
の
場
合
を
除
く
）

※
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
な

ど
に
入
所
の
場
合
は
、
手
当
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
支
給
手
続

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
新
利
根

庁
舎
は
子
ど
も
家
庭
課
）
で
認

定
請
求
書
を
提
出

▽
添
付
書
類

・
請
求
者
の
保
険
証

・請
求
者
名
義
の
預
金
通
帳（
写
）

・児
童
手
当
用
所
得
証
明
書（
平

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
）

　

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例（
案
）

法
定
免
除
を
受
け
て
い
る
方
へ

　

年
金
コ
ー
ナ
ー

市
で
は
、
現
在
条
例
作
成
を
進

め
て
お
り
、
こ
の
度
素
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集

い
た
し
ま
す
。

▽
資
料
閲
覧
期
間
お
よ
び
意
見

募
集
期
間
：
６
月
２
日
（
月
）

〜
６
月
30
日
（
月
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

▽
資
料
閲
覧
場
所
：
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
生
活
環
境
課
・
各
庁

舎
総
合
窓
口
課
・
公
民
館

▽
意
見
の
提
出
方
法
：
閲
覧
場

所
に
備
え
付
け
の
「
意
見
等
記

障
害
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
免
除（
法
定
免
除
）と
な
る

た
め
、老
齢
基
礎
年
金
の
増
額
を

希
望
す
る
と
き
は
保
険
料
の
後

払
い（
後
納
制
度
）を
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、平
成
26

年
4
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

の
通
常
納
付
が
で
き
る「
納
付
申

出
制
度
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

入
用
紙
」
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
い
た
だ
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
、
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

に
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
住
所
・
氏
名
の
記
入
は
必
須

で
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
４
４
０
３
・
４
４
０
４
）　
Ｆ

Ａ
Ｘ
：
０
２
９
︲
８
９
４
︲
２
９

１
１　
メ
ー
ル
：h260630@

city.inashiki.ibaraki.jp

　
納
付
申
出
に
よ
り
、
保
険
料

の
口
座
振
替
や
前
納
に
よ
る
保

険
料
の
割
引
な
ど
が
ご
利
用
で

き
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

・
稲
敷
市
保
険
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
１
３
）

笹本石材（株）創業１４４周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：8：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます
東店

国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

水郷大橋

お見積り・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

霊園・墓石・仏壇・石商品全般

創業１４４周年

入
所
者
・
指
導
補
助
員
募
集

　

夏
季
児
童
ク
ラ
ブ

児
童
ク
ラ
ブ
入
所
者
募
集

夏
休
み
期
間
、
就
労
な
ど
で
家

族
が
い
な
い
ご
家
庭
の
児
童
を

対
象
に
入
所
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
児
童

家
族
（
同
学
区
内
祖
父
母
も
含

む
）が
就
労
し
て
い
る
児
童

■
開
設
時
間

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
20
分

■
保
育
負
担
金

７
０
０
０
円

■
ク
ラ
ブ
費

２
０
０
０
円
〜
４
０
０
０
円

■
申
込
手
続
き

入
所
の
ご
案
内
お
よ
び
申
込
書

類
は
各
総
合
窓
口
課
（
新
利
根

庁
舎
は
子
ど
も
家
庭
課
）
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間
：
６
月
２
日（
月
）

〜
６
月
13
日
（
金
）
の
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽
受
付
場
所
：
各
総
合
窓
口
課

（
新
利
根
庁
舎
は
子
ど
も
家
庭
課
）

■
注
意
事
項

詳
細
は
、「
入
所
の
ご
案
内
」を

お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
就
労
証
明
書
な
ど
の
証
明
書

は
65
歳
以
下
の
方
の
全
員
が
必

要
で
す
。

※
江
戸
崎
地
区
・
新
利
根
地
区

は
、定
員
を
超
え
て
い
る
た
め
入

所
の
募
集
は
し
ま
せ
ん
の
で
、当

該
児
童
ク
ラ
ブ
以
外
へ
の
入
所

希
望
を
ご
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

指
導
補
助
員
募
集

市
内
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏
季
期

間
の
指
導
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
夏
休
み
期
間
で
す
の
で
、
特

に
学
生
の
方（
高
校
卒
業
以
上
）

で
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊

べ
る
健
康
な
方
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
募
集
人
数

30
名
程
度

■
勤
務
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
週

３
日
か
ら
５
日（
祝
日
を
除
く
）

■
勤
務
時
期

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
で
希

望
さ
れ
る
時
期

■
勤
務
時
間

成
26
年
1
月
1
日
に
稲
敷
市
に
住

所
が
な
か
っ
た
場
合
）

・
子
ど
も
と
別
居
の
場
合
は
子
ど

も
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

※
公
務
員
の
方
に
つ
い
て
は
、
勤

務
先
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

●
支
払
期
日

毎
年
2
月
・
6
月
・
10
月
の
10
日

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
現
況
届

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
6
月
に
市
か
ら
送
付
さ
れ
て

く
る
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
届
は
、

毎
年
6
月
1
日
に
お
け
る
状
況
を

記
載
し
、
引
き
続
き
受
給
要
件
が

あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。提
出
が
な
い
と
6
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

対
象
児
童
が
増
え
た
り
減
っ
た
り
し

た
場
合
や
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
な

ど
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課
（
新
利
根
庁

舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０

０
０（
内
線
３
４
０
２
）

対象 所得制限以下の受給者 所得制限を超えた受給者
0歳〜3歳未満 月額15,000円（一律）

月額5,000円（一律）3歳〜小学校修了前 第1子・第2子 月額10,000円
第3子以降　  月額15,000円

中学生 月額10,000円（一律）

●児童手当の支給内容

扶養親族等の数 所得制限限度額
1人 660万円
2人 698万円
3人 736万円

●所得制限

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
30
分
（
ま

た
は
こ
の
内
の
５
時
間
程
度
）

■
資
格
等

特
に
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
が
好
き
で
熱
意
の
あ
る
お

お
む
ね
55
歳
ま
で
の
方
。

■
賃
金

時
給
８
１
０
円（
別
途
交
通
費
支
給
）

■
申
込
み

６
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
子
ど
も

家
庭
課
へ
臨
時
職
員
履
歴
書
（
子

ど
も
家
庭
課
に
あ
り
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
採
用
結
果

７
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で

通
知
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
・
申
込
み
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課
（
新
利
根
庁

舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０

０
０（
内
線
３
４
０
０
）
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住
ま
い
の
耐
震
診
断（
無
料
）

　
　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

市
で
は
、「
安
心
・
安
全
で
無
駄

の
な
い
快
適
な
ま
ち
を
つ
く
ろ

う
」
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

大
地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
平
成
22
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
「
木
造
住

宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。木
造
住
宅

耐
震
診
断
士
が
、
目
視
や
聞
き

取
り
に
よ
る
診
断
を
行
い
耐
震

補
強
が
必
要
か
ど
う
か
を
無
料

で
判
定
し
ま
す
。

▽
対
象
住
宅
：
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造

住
宅（
持
ち
家
）

▽
募
集
件
数
：
20
戸

▽
診
断
費
用
：
無
料

▽
募
集
期
間
：
６
月
２
日（
月
）

〜
9
月
30
日（
火
）

▽
申
込
書
配
布
お
よ
び
申
請

先
：
各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
東

庁
舎
は
都
市
計
画
課
）

■ 

注
意
事
項

・
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
半

壊
以
上
の
判
定
を
受
け
て
い
な

い
も
の
が
対
象
で
す
。

・
耐
震
補
強
の
施
工
方
法
な
ど

の
精
密
診
断
は
対
象
外
で
す
。

・
悪
質
な
業
者
の
勧
誘
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

・
市
が
派
遣
決
定
通
知
を
受
け

取
ら
れ
た
方
以
外
の
お
宅
に
耐

震
診
断
士
を
派
遣
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
派
遣

さ
れ
た
耐
震
診
断
士
は
、営
業
活

動
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
７
０
２
）

被
災
住
宅
復
興
支
援
利
子
補
給
事
業

　

申
請
期
限
延
長
の
お
知
ら
せ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
住
宅
に
つ
い
て
、
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
受
け
て
補
修

な
ど
を
行
っ
た
方
に
対
し
、
借

入
金
の
利
子
の
一
部
を
補
給
し

ま
す
。

● 

対
象

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
。 

・
自
己（
ま
た
は
親
族
）が
所
有

す
る
住
宅
が
大
規
模
半
壊
、
半

壊
、
一
部
損
壊
の
い
ず
れ
か
の

り
災
証
明
を
受
け
て
い
る
方

（
別
荘
、
店
舗
、
倉
庫
、
塀
な
ど

は
対
象
外
）

　
た
だ
し
、
被
災
者
生
活
再
建

支
援
金
の
上
限
額
（
建
替
３
０

０
万
円
）
を
受
給
し
た
場
合
は

除
き
ま
す
。

 

・
震
災
発
生
時
に
自
己
（
ま
た

は
親
族
）
が
被
災
住
宅
に
居
住

し
て
い
た
方

 

・
被
災
住
宅
の
補
修
、
被
災
住

宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建
設
、
購

入
、
ま
た
は
宅
地
復
旧
工
事
の

い
ず
れ
か
を
市
内
で
行
っ
た
方
、

ま
た
は
行
う
方

 

・
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
、

住
宅
復
興
資
金
を
銀
行
な
ど
の

金
融
機
関
で
借
り
入
れ
た
方

 

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

● 

利
子
補
給
金
額
・
交
付

期
間

 

・
借
入
金
残
高
（
上
限
６
４
０

万
円
）
の
１
％
に
あ
た
る
金
額

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
を
年

１
回
交
付
し
ま
す
。

 

・
宅
地
復
旧
工
事
を
伴
う
場
合

は
、
１
０
３
０
万
円
を
上
限
と

し
、
宅
地
復
旧
工
事
の
み
の
場

合
は
、
３
９
０
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

 

・
利
子
補
給
金
の
交
付
期
間
は
、

最
長
５
年
間
と
な
り
ま
す
。

● 

申
請

□ 

申
請
方
法

必
要
書
類
を
持
参
の
う
え
、
各

庁
舎
総
合
窓
口
課
（
東
庁
舎
は

都
市
計
画
課
）
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

□ 

必
要
書
類

 

・
り
災
証
明
書
の
写
し

 

・
金
銭
消
費
貸
借
契
約
書
の
写

し

 

・
償
還
表（
返
済
予
定
表
）の
写
し

 

・
工
事
請
負
契
約
書
、ま
た
は
売
買

契
約
書
の
写
し（
該
当
す
る
場
合
）

 

・
市
税
に
「
未
納
の
な
い
こ
と
の

証
明
書
」

 

・
住
民
票
謄
本（
続
柄
あ
り
）

※
申
請
者
と
住
宅
の
所
有
者
が
異

な
る
場
合
は
、親
族
関
係
の
わ
か
る

書
類
（
戸
籍
謄
本
な
ど
）
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□ 

申
請
期
限

平
成
27
年
12
月
28
日
ま
で

※
た
だ
し
、
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
に
、
金
融
機
関
と
契
約
を
し

た
場
合
に
限
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課
（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
５
７
０
０
・
５
７
０
２
）

警
備
業
務
技
能
講
習
会

　

稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
者
：
稲
敷
市
ま
た
は
近

隣
市
町
村
に
お
住
ま
い
で
55
歳

以
上
の
方

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
に
限
る

▽
日
時
：
７
月
18
日
（
金
）
〜

29
日（
火
）　
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分（
土
日
を
除
く
）

▽
内
容
：
警
備
業
務
全
般
お
よ

び
救
急
法
基
礎
講
習

▽
会
場
：
龍
ケ
崎
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

▽
費
用
：
無
料

▽
定
員
：
20
名

▽
申
込
方
法
：
６
月
13
日（
金
）

ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド

お
よ
び
身
分
証
明
書
を
お
持
ち

の
う
え
、
稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
受
付
時
間
：
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
、土
日
は
除
く
）

■ 

問
合
せ
先

（
公
社
）
稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー　
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
３
３
２
３

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

当
セ
ン
タ
ー
へ
情
報
提
供
さ
れ

た
例
を
紹
介
し
ま
す
。

【
例
】

市
役
所
の
●
●
課
担
当
者
名
を

名
乗
り
、『
医
療
費
の
過
去
5
年

分
の
還
付
金
が
あ
る
の
で
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
︲
Ｏ
Ｏ

Ｏ
︲
Ｘ
Ｘ
Ｘ
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。』と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
番
号
へ
電
話
を
す
る
と　
担

当
者
が
今
日
中
に
手
続
き
す
る

よ
う
に
促
さ
れ
、
携
帯
電
話
を

持
っ
て
無
人
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
導

さ
れ
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
到
着
す
る
と
携
帯

に
電
話
が
入
り
、『
試
し
に
1
度

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
』
と
相
手

の
指
示
の
ま
ま
操
作
し
て
し
ま

っ
た
ら
、
他
人
の
口
座
に
送
金

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

例
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
市
役
所
の
担
当
部
署
に
確
認

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
日
中
？　
こ
こ
で
疑
問
を

抱
い
て
く
だ
さ
い
。1
日
限
り

で
は
対
応
出
来
な
い
人
が
い
る

は
ず
で
す
。期
限
を
急
か
せ
る

の
は
怪
し
い
話
で
す
。

　
無
人
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
？　
金
融
機

関
の
窓
口
で
は
ど
う
し
て
い
け

な
い
の
だ
ろ
う
か
？
携
帯
電
話

が
な
ぜ
必
要
な
ん
だ
ろ
う
か
？

　
試
し
に
１
度
や
っ
て
み
ま
し

ょ
う
？　
還
付
金
な
ら
入
金
を

確
認
す
る
た
め
に
通
帳
記
入
を

し
て
く
だ
さ
い
。試
し
は
不
要

で
す
。

　
落
ち
着
い
て
よ
く
考
え
る
と

通
常
の
手
続
き
形
式
で
な
い
こ

と
に
気
が
付
き
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
詐

欺
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

　
相
手
の
話
を
鵜
呑
み
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。話
の
内
容
の

つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
部
分
が

必
ず
あ
り
ま
す
。そ
こ
を
よ
く

考
え
て
く
だ
さ
い
。お
か
し
い

と
思
っ
た
ら
指
示
通
り
に
行
動

し
な
い
で
、
ま
ず
、
身
近
な
人

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
不
安
な
時
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
）　
☎
０
２
９
９
︲
７

８
︲
３
１
１
５

・
相
談
日
：
月
・
水
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

・
消
費
生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎

０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０

● 「ヘレヒアポリネシアンダンス」
イベント内容

● 「モアナブリーズ」ハワイアン演奏
● 「エルジーズ」バンド演奏
● 「真龍太鼓」和太鼓演奏
● プロ歌手歌謡ショー
★ お 楽 し み 抽 選 会 ★〒300-1412　稲敷市柴崎 9188 番地

 TEL.0297-87-7777
 

江戸崎江戸崎
かぼちゃ祭かぼちゃ

日時：6月1日（日）10時～15時



トピックストピックス

広報稲敷 平成26年 6月号　1011　広報稲敷 平成26年 6月号

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
無
料
駆
除
し
ま
す

　
駆
除
は
お
早
め
に

す
る
業
務
は
し
ま
せ
ん
。

▽
ハ
チ
が
部
屋
な
ど
で
飛
ん
で
い

る
・
数
匹
い
る
と
い
う
だ
け
で
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
。

▽
危
険
で
特
殊
な
場
所
は
、
一
部

自
己
負
担
が
伴
い
ま
す
。例
と
し

て
、
高
所
、
エ
ア
コ
ン
室
外
機
内
、

大
工
さ
ん
の
仕
事
が
必
要
な
場
所
。

▽
居
住
用
（
店
舗
併
用
）
住
宅
に

限
り
ま
す
。

▽
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
・
ミ
ツ
バ
チ
な

ど
に
つ
い
て
は
、
市
で
は
駆
除
し

ま
せ
ん
。手
段
と
し
て
は
、
ご
自

分
で
駆
除
を
す
る
か
、
自
己
負
担

市
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
に
限

り
業
者
に
委
託
し
、
駆
除
を
行
っ

て
い
ま
す
。初
期
段
階
（
６
月
頃
）

で
の
駆
除
は
比
較
的
容
易
に
出
来

ま
す
の
で
、
定
期
的
に
家
の
周
り

（
軒
下
な
ど
）
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。初
期
段
階
で
の
巣
の
形

は
、
と
っ
く
り
状
の
形（
写
真
右
）

を
し
て
い
ま
す
。

■
注
意
事
項

▽
巣
の
確
認
が
出
来
な
い
も
の
、

ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
巣
に
つ
い
て

は
駆
除
し
ま
せ
ん
。

▽
巣
を
見
つ
け
た
り
、
探
し
た
り

で
害
虫
駆
除
業
者
に
依
頼
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■ 
問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
４
４
０
０
）

人
権
擁
護
委
員
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

　
昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、法
務
省
と
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、毎
年
６
月

１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、人
権
擁
護
委
員
制
度
の

周
知
と
人
権
尊
重
思
想
の
普
及

高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住

民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
常
に
注
意
を
払
い
、
も
し
、

人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
相
談
を
受
け
、
被
害
救
済

の
た
め
に
速
や
か
に
適
切
な
処

理
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、
街
頭
啓
発
や
講
演
会
な

ど
を
通
じ
て
、
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
の
活
動
に
も
務
め

て
い
ま
す
。人
権
問
題
な
ど
で

お
困
り
の
方
は
、
人
権
擁
護
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
人
権
推
進
室
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
３
０
０
）

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

選
考
委
員
会
委
員
の
募
集

稲
敷
市
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
活
性
化

を
目
的
に
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
選

考
や
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
ま
す
。

【
応
募
要
件
】

・
稲
敷
市
に
在
住
す
る
20
歳
以

上（
平
成
26
年
４
月
1
日
現
在
）

の
方
で
選
考
委
員
会
（
平
日
午

後
に
３
回
程
度
開
催
す
る
予

定
）に
出
席
で
き
る
方
。

・
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
制
作
に
意
欲
・
関
心
の
あ
る

方【
募
集
人
員
】 

 

２
名

【
応
募
締
切
】

平
成
26
年
６
月
13
日（
金
）

【
応
募
方
法
】

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、持
参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。応
募
用
紙
は
、
商
工
観
光

課
、
各
庁
舎
総
合
窓
口
で
配
布

し
ま
す
。ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
「
市
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

選
考
委
員
会
委
員
募
集
要
項
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
商
工
観
光
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
６
０
４
）

・
〒
３
０
０
︲
０
７
９
２　
稲

敷
市
結
佐
１
５
４
５
番
地

・
メ
ー
ル
：character@

city.inashiki.ibaraki.jp

男
女
共
同
参
画
週
間

　

６
月
23
日
〜
29
日

『
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
』（
平

成
26
年
度
「
男
女
共
同
参
画
週

間
」キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

　
男
性
が
、
企
業
人
と
し
て
も

家
庭
人
と
し
て
も
豊
か
な
生
活

を
お
く
る
た
め
に
、
長
時
間
労

働
を
減
ら
し
、女
性
と
共
に
家
事
・

育
児
・
介
護
・
地
域
活
動
に
関
わ

り
た
く
な
る
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の

公
布
・
施
行
日
で
あ
る
平
成
11
年

６
月
23
日
を
踏
ま
え
、
毎
年
６
月

23
日
か
ら
29
日
は
「
男
女
共
同
参

画
週
間
」で
す
。

　
男
性
と
女
性
が
、
職
場
や
家
庭

な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
皆

さ
ん
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

　
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
、

こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

- 人権擁護委員（敬称略）-
南井純雄　　tel.029-892-2640
林崎美代子　tel.029-892-6251
幸田勝夫　　tel.0297-87-2042
吉岡かつ子　tel.0297-87-2823
一鍬田忠夫　tel.0299-79-1360
坂本秀子　　tel.0299-79-0132
人見みどり　tel.029-894-6923
土屋新一　　tel.029-894-3170

経
済
セ
ン
サ
ス
・
商
業
統
計
調
査

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
基

礎
調
査
お
よ
び
商
業
統
計
調

査
を
７
月
１
日
現
在
で
全
国

一
斉
に
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
す
べ
て
の
事

業
所
お
よ
び
企
業
の
活
動
状

態
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

６
月
か
ら
７
月
に
調
査
員
が

う
か
が
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
国
か
ら
本
社
な
ど

へ
直
接
調
査
票
が
郵
送
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ま

と
め
て
ご
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
企
画
課
統
計
係
（
桜

川
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４

３
０
０
）

個
人
住
民
税（
市
県
民
税
）の
改
正

　

均
等
割
税
率
／
前
納
報
奨
金

１
．均
等
割
税
率
の
改
正

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
や
防

災
の
施
策
に
要
す
る
費
用
の
財
源

を
確
保
す
る
た
め
の
臨
時
措
置
と

し
て
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年

度
ま
で
の
期
間
、
市
民
税
・
県
民

税
の
均
等
割
に
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０

円
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

２
．前
納
報
奨
金
の
廃
止

平
成
26
年
度
よ
り
個
人
住
民
税
の

前
納
報
奨
金
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
年
税
額
を
一
括
で
納

め
た
い
場
合
に
は
、
一
括
払
い

用
の
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
そ
ち
ら
で
納
め
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
税
務
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
０
４
）

現行
（平成25年度まで）

臨時措置期間
（平成26〜35年度まで）

市民税 3,000円 3,500円

県民税 2,000円 2,500円

合計 5,000円 6,000円
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新
入
生
に
寄
贈

　

防
犯
ブ
ザ
ー
・
安
全
帽
な
ど

■
小
学
校
１
年
生
へ

防
犯
笛
（
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
株
式

会
社
）、
交
通
安
全
帽
子（
Ｊ
Ａ
共
済

連
茨
城
県
本
部
）、ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
（
稲
敷
地
区
交
通
安
全
協
会
）、反

射
材
付
子
ど
も
安
全
傘
・
反
射
材
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
（
稲
敷
市
交
通
安
全
母

の
会
）、
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン（
株
式
会

社
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
／
明
治
安
田

生
命
保
険
相
互
会
社
／
第
一
生
命
保

険
株
式
会
社
／
株
式
会
社
み
ず
ほ
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
）、ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
（
茨
城
県
石
油
業
協
同
組

合
・
社
会
貢
献
対
策
事
業
推
進
特
別

委
員
会
）、防
犯
ブ
ザ
ー
（
常
陽
銀
行

株
式
会
社
江
戸
崎
支
店
）、「
イ
カ
の

お
す
し
」下
敷
き（
稲
敷
警
察
署
・
稲

敷
地
区
防
犯
協
会
）

■
小
中
学
１
年
生
へ

集
金
連
絡
袋（
㈱
学
協
社
）

■
中
学
校
１
年
生
へ

蛍
光
反
射
タ
ス
キ
（
稲
敷
地
区
交

通
安
全
協
会
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　

皆
さ
ま
か
ら
の
真
心
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

市
で
は
、
稲
敷
を
離
れ
頑
張
っ

て
い
る
方
や
稲
敷
に
親
し
み
や

共
感
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
が
、「
ふ
る
さ
と
を
応
援

し
た
い
」、「
ふ
る
さ
と
へ
貢
献

し
た
い
」
と
い
う
想
い
を
形
で

表
し
て
い
た
だ
く
制
度
「
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と

納
税
）」を
、
平
成
20
年
度
よ
り

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
個
人
や

団
体
の
方
よ
り
、真
心
の
寄
附
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。詳
し
い
内

訳
は
表
の
と
お
り
で
す
。い
た
だ

い
た
寄
附
金
は
寄
附
い
た
だ
い

た
方
か
ら
の
意
向
に
沿
っ
て
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
真
心
の
お
礼
と
し
て
、
寄

附
い
た
だ
い
た
方
へ「
稲
敷
の
あ

げ
餅
詰
め
合
わ
せ
」を
お
送
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
引
き
続
き
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

※
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
に
よ
る
財
政
上
の
優
遇

措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

△交通安全帽子 △防犯ブザー

事　業　区　分
寄　附　金　額

平成20〜24年度 平成25年度 合　計

産業及び観光の振興 46,500 円 0円 46,500 円 

自然環境の保全 10,000 円 0円 10,000 円

福祉の充実 3,079,265 円 10,000 円 3,089,265 円

教育・文化活動及び
スポーツ振興 4,020,000 円 198,625 円 4,218,625 円

市長が必要と認める事業 362,729 円 1,085,000 円 1,447,729 円

合計 7,518,494 円 1,293,625 円 8,812,119 円

■ 問合せ先
稲敷市企画課　☎０２９- ８９２- ２０００（内線２６０５） QR コード

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
の
財
政

　

平
成
25
年
度
下
半
期（
10
月
〜
３
月
）の
財
政
事
情
書

平
成
26
年
３
月
31
日
現
在
の
龍
ケ
崎
地

方
衛
生
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま

す
。

■ 

問
合
せ
先

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
１
１
４
４

熱
中
症
に
負
け
な
い
で
！

　
　

稲
敷
広
域
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

稲
敷
広
域
消
防
本
部
で
は
、
平
成

25
年
中
に
、
熱
中
症
の
傷
病
者
を

過
去
最
高
の
１
６
２
人
搬
送
し
ま

し
た
。こ
の
う
ち
、
57
人
が
中
等

症
以
上
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
は
体
温

調
節
が
十
分
で
は
な
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　
熱
中
症
の
ピ
ー
ク
は
７
〜
８
月

で
す
が
、
梅
雨
が
始
ま
る
６
月
も

湿
度
が
高
く
発
症
の
お
そ
れ
が
高

く
な
り
ま
す
。

　
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
守

っ
て
元
気
な
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
！

※
稲
敷
広
域
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
熱
中
症
予
防
」
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
詳
し
い
予
防
法
が
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
広
域
消
防
本
部　
救
急
課

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
３
８
４
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://www.

inashiki-kouiki.jp/

歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出
項　　　目 予　算　額 収入済額 項　　　目 予　算　額 支出済額

分担金及び負担金 536,841 536,841 議　会　費 2,952 2,580
使用料及び手数料 26,187 24,153 総　務　費 184,905 182,622
国  庫  支  出  金 100,414 0 衛　生　費 500,849 248,751
財　産　収　入 664 650 公　債　費 118,904 118,902
寄　　附　　金 1 0 予　備　費 2,000 0
繰　　入　　金 102,371 102,371 　 　 　
繰　　越　　金 9,514 9,514 　 　 　
諸　　収　　入 33,618 33,611 　 　 　
合　　　　　計 809,610 707,140 合　　　計 809,610 552,855
収　入　率（％） 87.3 支 出 率（％） 68.3

歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出
項　　　　目 金　　額 割 合（％） 項　　　目 金　　額 割 合（％）

分担金及び負担金 523,835 68.9 議　会　費 2,938 0.4
使用料及び手数料 25,559 3.4 総　務　費 193,340 25.4
国  庫  支  出  金 80,238 10.6 衛　生　費 442,427 58.2
財　産　収　入 566 0.1 公　債　費 118,904 15.7
繰　　入　　金 119,233 15.7 予　備　費 2,000 0.3
繰　　越　　金 10,000 1.3 　 　 　
諸　　収　　入 178 0.0 　 　 　
合　　　　　計 759,609 100 合　　　計 759,609 100

平成25年度一般会計の執行状況　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

平成26年度一般会計当初予算の状況　　　　　　　　　  （単位：千円）

市
内
の
小
中
学
校
１
年
生
に
、各
団
体
・
企
業
か
ら
、交
通
安
全
や
防
犯
な

ど
を
目
的
に
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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５
時
ま
で
）　

▽
電
話
番
号
：

０
１
２
０
︲
０
０
７
︲
１
１
０

▽
相
談
員
：
法
務
局
職
員
・
人

権
擁
護
委
員

●
水
戸
地
方
法
務
局
、
茨
城
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

税
務
職
員
採
用
試
験

募
集
開
始

税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務

す
る
税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
受
験
資
格
：
①
平
成
23
年
４

月
１
日
以
降
に
高
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
方
お

よ
び
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
高

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
見
込
み
の
方　
②
人
事
院
が

①
に
準
ず
る
と
認
め
る
者　
▽

試
験
内
容
：
高
等
学
校
卒
業
程

度　
▽
申
込
方
法
：
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
６
月
23
日
午
前
９
時

〜
７
月
２
日
）、
郵
送
ま
た
は

持
参（
６
月
23
日
〜
26
日
）

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る

問
合
せ
：
人
事
院
人
材
局
試
験

課　
☎
０
３
︲
３
５
８
１
︲
５

３
１
１　

そ
れ
以
外
の
問
合

せ
：
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第

二
課
試
験
係　
☎
０
４
８
︲
６

０
０
︲
３
１
１
１
（
土
日
、
祝

日
を
除
く
）

求
人
受
理
説
明
会

開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
３
月
新
規
学
校
卒
業

予
定
者
を
対
象
と
す
る
求
人
募

集
・
採
用
に
係
る
取
扱
い
な
ど
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
５
日
（
木
）　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
会
場
：
取
手
市
役
所　
藤
代

庁
舎　
▽
内
容
：
新
規
学
校
卒

業
予
定
者
の
求
人
か
ら
採
用
に

係
る
取
扱
い
、
公
正
な
採
用
選

考
に
つ
い
て
な
ど

●
龍
ケ
崎
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ケ
崎
）　
新

規
学
校
卒
業
者
担
当　
☎
０
２

９
７
︲
６
０
︲
２
７
２
７

環
境
月
間
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
お
知
ら
せ

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
で

は
、
６
月
環
境
月
間
中
に
「
環

境
月
間
イ
ベ
ン
ト
」
を
毎
週
土

曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
７
日
（
土
）、
14

日（
土
）、21
日（
土
）、28
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

▽
会
場
：
茨
城
県
霞
ケ
浦
環
境

科
学
セ
ン
タ
ー
（
土
浦
市
沖
宿

町
１
８
５
３
）▽
内
容
：
サ
イ
エ

ン
ス
ラ
ボ
、湖
上
体
験
ス
ク
ー
ル

特
別
版
開
催
、
体
験
教
室（
エ
コ

キ
ャ
ン
ド
ル
、浄
水
実
験
、コ
ー

ス
タ
ー
作
り
、釣
り
教
室
な
ど
）、

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
紹
介

（
筑
波
山
模
型
・
砂
絵
作
り
、
パ

ネ
ル
展
示
）、
各
種
講
演
、
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
、研
究
室
の
一
般
公
開

な
ど　
▽
入
場
料
：
無
料　
▽

そ
の
他
：
土
浦
駅
東
口
か
ら
無

料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

●
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

環
境
活
動
推
進
課　
☎
０
２
９

︲
８
２
８
︲
０
９
６
１

女
性
の
権
利
１
１
０
番

無
料
電
話
相
談

女
性
に
対
す
る
暴
力
（
パ
ー
ト

ナ
ー
に
よ
る
暴
力
や
ス
ト
ー
カ

ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
）
や
離
婚
に
関
す

る
諸
問
題
、
職
場
に
お
け
る
差

別
な
ど
女
性
の
権
利
一
般
に
関

す
る
無
料
電
話
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
23
日
（
月
）　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時　
▽
相

談
員
：
弁
護
士　
▽
受
付
電
話

番
号
：
０
２
９
︲
２
２
１
︲
５

６
５
１
、
０
２
９
︲
２
２
１
︲

５
６
５
２

●
茨
城
県
弁
護
士
会　
☎
０
２

９
︲
２
２
１
︲
３
５
０
１

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
４

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
白
上
冴

さ
ん
を
迎
え
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。入
場

無
料
、申
込
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
６
月
12
日
（
木
）　

午
後
２
時
〜　
▽
会
場
：
あ
ず

ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル

●
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

さ
く
ら
の
会　
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
２
１
２
３

「
パ
ソ
コ
ン
初
級
」

就
業
支
援
講
習
会

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
を
対
象

と
し
た
講
習
会
で
す
。

▽
内
容
：
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知

識
お
よ
び
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

の
基
本
操
作
の
習
得

▽
日
時
：
７
月
５
日（
土
）、
12

日（
土
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
会
場
：
茨
城
県
立
産
業
技
術

短
期
大
学
校
併
設
水
戸
産
業
技

術
専
門
学
院　
▽
募
集
人
数
：

10
名
程
度
（
託
児
付
き
、
要
予

約
）　

▽
自
己
負
担
額
：
１
０

０
０
円　
▽
募
集
期
間
：
６
月

２
日（
月
）〜
20
日（
金
）

●
茨
城
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
０
２

９
︲
２
３
３
︲
２
３
５
５

優
良
者
運
転
表
彰

申
請
受
付

稲
敷
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、

優
良
運
転
者
表
彰
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

▽
受
付
期
間
：
６
月
２
日（
月
）

〜
30
日
（
月
）　

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分　
▽
申
請

資
格
：
普
段
運
転
し
て
い
て
過

去
５
年
以
上
無
事
故
無
違
反
で

あ
り
、
稲
敷
地
区
交
通
安
全
協

会
に
５
年
以
上
加
入
さ
れ
て
い

る
方　
▽
申
請
方
法
：
稲
敷
警

察
署
内
の
協
会
事
務
局
へ
本
人

が
直
接
申
請　
▽
申
請
に
必
要

な
も
の
：
運
転
免
許
証
、印
鑑

●
稲
敷
地
区
交
通
安
全
協
会　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
５
０

１
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間

悩
み
を
持
っ
た
お
子
さ
ま
や
保

護
者
の
方
か
ら
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▽
期
間
：
６
月
23
日
（
月
）
〜

29
日
（
日
）　

▽
時
間
：
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

（
土
・
日
は
午
前
10
時
〜
午
後

場
：
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
（
水
戸

市
笠
原
町
９
９
３
︲
２
）　

▽

定
員
：
１
２
０
名
（
事
前
申
込

が
必
要
で
す
）　

▽
参
加
費
：

無
料

●
申
込
先
：
茨
城
県
保
険
医
協

会　
☎
０
２
９
︲
８
２
３
︲
７

９
３
０

船
舶
免
許

更
新
失
効
講
習
会

船
舶
免
許
の
更
新
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
18
日（
水
）　
午

前
９
時
よ
り　
▽
場
所
：
潮
来

ホ
テ
ル　
▽
必
要
書
類
：
船
舶

免
許
コ
ピ
ー
、写
真
２
枚（
タ
テ

４
・
５
セ
ン
チ
×
ヨ
コ
３
・
５

セ
ン
チ
）、
住
民
票（
本
籍
地
記

載
）、
料
金（
更
新
１
１
０
０
０

円
、失
効
１
６
０
０
０
円
）　
▽

申
込
方
法
：
必
要
書
類
を
添
え

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。　
▽

締
切
：
６
月
４
日（
水
）

●
水
郷
ボ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス（
株
）

☎
０
２
９
９
︲
６
３
︲
１
２
３

１
リ
ウ
マ
チ
医
療
相
談
会

神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

▽
日
時
：
６
月
14
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
〜
４
時　

▽
会

場
：
神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
千
葉
県
神
崎
町
神
崎
本
宿
６

３
番
地
）　

▽
講
師
：　

長
井

仁
美 

先
生（
神
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
）、
平
栗
雅
樹
先
生（
成
田

赤
十
字
病
院
リ
ウ
マ
チ
・
ア
レ

ル
ギ
ー
内
科
部
長
）　

▽
参
加

費
：
無
料
（
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
）

●
香
取
リ
ウ
マ
チ
の
会
（
桜
井

政
枝
）　

☎
０
４
７
８
︲
５
２

︲
３
３
０
３

行
政
書
士

無
料
相
談
会

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
６
月
21
日
（
土
）
／

７
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

４
時　
▽
会
場
：
江
戸
崎
公
民

館　
▽
相
談
内
容
：
相
続
や
遺

言
に
関
す
る
こ
と
／
法
人
設
立

お
よ
び
営
業
許
可
に
関
す
る
こ

と
／
契
約
書
作
成
な
ど

●
茨
城
県
行
政
書
士
県
南
支
部

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
１
８
５

０
航
空
科
学
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

■
や
さ
し
い
航
空
の
は
な
し

「
航
空
無
線
の
楽
し
み
」

▽
日
時
：
６
月
22
日
（
日
）
午

後
１
時
〜　
▽
場
所
：
航
空
科

学
博
物
館
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　
▽
費
用
：
入
館
料
の
み　
▽

内
容
：
航
空
機
を
安
全
に
運
行

す
る
た
め
、
空
港
へ
の
離
着
陸
、

海
上
等
航
空
路
に
お
け
る
飛
行

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
利

用
さ
れ
て
い
る
無
線
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
し
ま
す
。

●
航
空
科
学
博
物
館　
☎
０
４

７
９
︲
７
８
︲
０
５
５
７　

常
陽
銀
行

年
金
相
談

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
請

求
手
続
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
6
月
13
日
（
金
）
／

７
月
14
日
（
月
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
予
約
制
）　

▽
場

所
：
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
け

取
り
手
続
き
に
つ
い
て
（
年
金

請
求
書
の
記
入
方
法
や
必
要
書

類
な
ど
）・
年
金
受
給
に
必
要

な
資
格
期
間
や
年
金
受
給
見
込

額
に
つ
い
て
な
ど
の
他
年
金
に

関
す
る
ご
質
問

● 

常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

便
利
な
口
座
振
替
で

個
人
事
業
税

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
る
と
、

納
期
限
を
忘
れ
た
り
、
金
融
機

関
に
納
付
に
行
く
必
要
が
な
く

な
り
と
て
も
便
利
で
す
。お
申

し
込
み
は
県
税
事
務
所
ま
た
は

預
金
先
の
金
融
機
関
へ
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
８
月
中

旬
ご
ろ
発
送
予
定
の
納
税
通
知

書
に
同
封
の
ハ
ガ
キ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
茨
城
県
土
浦
県
税
事
務
所　

管
理
課　
☎
０
２
９
︲
８
２
２

︲
７
２
０
３

県
不
妊
専
門
セ
ン
タ
ー

お
気
軽
に
ご
参
加
を

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
（
受

け
て
い
た
）
な
か
で
「
仕
事
と

治
療
の
両
立
に
つ
い
て
他
の
人

は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
？
」「
ご
家
族
・
友
人
に
は
治

療
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
か

な
？
」
な
ど
、
同
じ
悩
み
を
感

じ
て
い
る
人
と
話
を
し
た
い
人

た
ち
の
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
実
施
し
ま
す
。ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
と
内
容
：
７
月
27
日

（
日
）「
不
妊
治
療
を
す
る
か
迷
っ

て
い
る
女
性
」、
９
月
28
日（
日
）

「
不
妊
治
療
を
は
じ
め
て
間
も
な

い
女
性
」、
11
月
30
日
（
日
）「
不

妊
に
悩
む
女
性
」、
１
月
25
日

（
日
）「
治
療
を
や
め
た
が
悩
ん
で

い
る
女
性
」　
※
い
ず
れ
も
午
後

２
時
20
分
〜
午
後
４
時
20
分　

▽
会
場
：
茨
城
県
三
の
丸
庁
舎
）

１
階
相
談
室
１
０
１　

▽
定

員
：
10
名
程
度　

▽
ス
タ
ッ

フ
：
茨
城
県
不
妊
専
門
相
談
セ

ン
タ
ー
の
助
産
師
・
不
妊
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー　
▽
参
加
費
：
無
料

▽
参
加
方
法
：
開
催
日
の
３
日

前
ま
で
に
お
電
話
で
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
茨
城
県
産
婦
人
科
医
会　
☎

０
２
９
︲
２
４
１
︲
１
１
３
０

「
タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
」

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

茨
城
県
保
険
医
協
会
で
は
、
住

民
の
皆
さ
ま
に
「
お
い
し
く
食

べ
て
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら

れ
る
よ
う
に
」
と
「
タ
ニ
タ
の

社
員
食
堂
に
学
ぶ
〜
５
０
０
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
ま
ん
ぷ
く
定
食
の

コ
ツ
」
と
題
し
た
健
康
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
29
日
（
日
）
午

後
２
時
〜
４
時
15
分　

▽
会



informationくらしと情報 informationくらしと情報

広報稲敷 平成26年 6月号　1617　広報稲敷 平成26年 6月号

6月  5日（木） ふれあいセンター 弁護士
6月12日（木） 江戸崎公民館
6月19日（木） 東庁舎 弁護士
6月26日（木） 桜川庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：6月10日（火）　午前10時〜午後4時　　▽場所：各
公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
　詳細につきましては、竜ケ崎保健所保健指導課にお問合せ
ください。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：予定が決まり次第広報紙などでお知らせします。
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
精神保健福祉士がご相談をお受けしますので、相談をご希望
の方は、社会福祉課に予約してください。
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）

6月17日（火）　江戸崎庁舎／ 6月18日（水）　桜川庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝6月9日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

市
長
の
動
向
（
4
月
）

１
日
：
辞
令
交
付
式
（
市
役

所
・
教
育
委
員
会
・
社
会
福

祉
協
議
会
・
江
戸
崎
衛
生
土

木
組
合
）

４
日
：
桜
川
保
育
所
入
所
式

（
桜
川
保
育
所
）
／
春
の
交

通
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

出
陣
式
（
パ
ン
プ
）
／
消
防

団
分
団
長
会
議
（
あ
ず
ま
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

６
日
：
市
民
軟
式
野
球
大
会

（
桜
川
運
動
公
園
野
球
場
）

7
日
：
新
利
根
小
学
校
開
校

式（
旧
柴
崎
小
学
校
体
育
館
）

8
日
：
新
利
根
小
学
校
入
学

式（
旧
柴
崎
小
学
校
体
育
館
）

9
日
：
認
定
こ
ど
も
園
え
ど

さ
き
入
園
式
（
認
定
こ
ど
も

園
え
ど
さ
き
）

11
日
：
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
総
会
（
あ
ず
ま
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

12
日
：
圏
央
道
開
通
式
（
稲

敷
東
Ｉ
Ｃ
）

13
日
：
稲
敷
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

ま
つ
り（
和
田
公
園
）

14
〜
16
日
：
稲
敷
広
域
事
務

組
合
・
龍
ケ
崎
衛
生
組
合
合

同
視
察
研
修

18
日
：
区
長
全
体
会
議
（
あ

ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

19
日
：
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
杯
争

奪
少
年
野
球
大
会
（
桜
川
運

動
公
園
野
球
場
）

21
日
：
議
会
全
員
協
議
会

（
東
庁
舎
）

22
日
：
ふ
る
さ
と
納
税
者
感

謝
状
贈
呈（
岩
手
県
奥
州
市
）

23
日
：
春
の
地
域
安
全
運
動

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
し
ん
と
ね

コ
ム
）

24
日
：
江
戸
崎
地
区
保
護
司

会
総
会（
桜
川
庁
舎
）、
市
町

村
長
・
市
町
村
議
会
議
長
会

議（
県
庁
）

26
日
：
稲
敷
農
協
通
常
総
代

会
（
江
戸
崎
公
民
館
）
／
桜

川
地
区
体
育
推
進
委
員
会
総

会（
桜
川
公
民
館
）

30
日
：
県
市
長
会
（
県
市
町

村
会
館
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：QR コードから

Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談
茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：6月18日（水）　午前10時〜正午、午後1時〜3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

メール登録

労務関係無料相談会
市民の皆さまや市内企業の、労使関係トラブルに関する無料相
談を社会保険労務士がお受けします。
▽日時：6月24日（火）／ 7月23日（水）　午前9時30分〜
正午　▽場所：江戸崎公民館　▽対象：市内企業経営者および
勤務する方の労働トラブルなど　▽要予約（前日午後5時まで
に予約してください）
問合せ・予約受付先
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5604）



information放射線（放射能）情報 informationくらしと情報

広報稲敷 平成26年 6月号　1819　広報稲敷 平成26年 6月号

※空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時
　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

項　　　目 検　　査　　品　　目

不　検　出 たけのこ（生）（2）、ワラビ（1）、こごみ（1）
ヨモギ（1）、フキ（1）、菜花（1）、小松菜（1）

基準値内のもの たけのこ（生）（13）、たけのこ（ゆで）（1）

基準値を超えたもの たけのこ（生）（2）、たけのこ（ゆで）（1）

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の測定を無料
で行っています。貸出を希望する場合は、最寄りの庁舎（桜川庁舎
は放射線対策室）へ、食品放射能の測定を希望する場合は、生活環
境課放射線対策室（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてください。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています
※「不検出」・・・「検出限界値」未満であることを表し、おお
むね25ベクレル毎キログラムになります。
※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は
100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取
場所などの詳細、ご相談については、放射線対策室（tel.029-
892-2000　内線4406）にお問い合わせください。

施設名称 測定地 高さ 測定値
江戸崎小学校 第2G 中央 50cm 0.076 
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.064
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.096 
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.088 
高田小学校 校庭中央 50cm 0.072 
根本小学校 校庭中央 50cm 0.094
柴崎小学校 校庭中央 50cm 0.064
太田小学校 校庭中央 50cm 0.071 
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.084 
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.064 
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.077 
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.067
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.050
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.078 
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.061 
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.099 
新利根中学校 校庭中央 1m 0.081 
桜川中学校 校庭中央 1m 0.097 
東中学校 校庭中央 1m 0.079 
認定こども園えどさき

（江戸崎幼稚園） 園庭中央 50cm 0.090 
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.091 
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.068 
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.066 
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.078 
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.088

各体育施設、公園（4月23日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
根本共同利用施設

（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.100 
高田コミュニティーセンター

（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.100 
江戸崎総合運動公園 野球場 1m 0.100 
沼田野球場 野球場 1m 0.100 
江戸崎学校給食センター脇 野球場 1m 0.120 
新利根総合運動公園 野球場 1m 0.080 
桜川総合運動公園 野球場 1m 0.100 
浮島運動広場 多目的G 1m 0.070
東グラウンド 野球場 1m 0.090 
白鷺球場 野球場 1m 0.090 
リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.090 
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.080 
堂前公園 公園中央 50cm 0.100 
和田公園 公園中央 50cm 0.090 
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.130 
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.110 
三次親水公園 公園中央 50cm 0.130 
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.120 
大利根東公園 公園中央 50cm 0.110 
横利根閘門公園 公園中央 50cm 工事中 

各小・中学校、幼稚園（3月17日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園） 園庭中央 50cm 0.088 
桜川保育所 園庭中央 50cm 0.085 
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.069 
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.061 
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.055 
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.085 

食品放射性物質測定結果（4月1日〜30日）

学校給食と水道水の放射能検査結果 各保育所（園）など（4月23日）

※ 公園や体育施設の線量が高い施設（リバーサイド公園、江
戸崎総合運動公園テニスコート、新利根総合運動公園遊戯施設、桜
川総合運動公園多目的G・遊戯施設・テニスコート）につきまし
ては、除染を実施しました。

放射性ヨウ素・放射性セシウムともに不検出。
※ 水道水：不検出とは検出限界値（おおむね1Bq/kg を下回ったこ
とを言います。）

6月  1日（日） 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
6月  8日（日） 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
 南平台メディカルクリニック（阿見町）tel.029-888-0888
6月15日（日） 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
6月22日（日） 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
6月29日（日） 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
7月  6日（日） 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
 あみ小林クリニック（阿見町）Tel.029-888-2200
7月13日（日） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
7月20日（日） いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

市の人口（常住人口）
総人口：44,066人（-93）

　　男：21,840人（-40）

　　女：22,226人（-53）

世帯数：14,823世帯（-9）

※5月1日現在

6月の納税
▽納期限：6月30日（月）
・市県民税：1期
・介護保険料：2期
・国民健康保険税：2期

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

稲敷市みんなのいこいの広場
陶芸クラブ 毎週火、木曜　午後1時〜
囲碁教室 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会 毎週火（午前9時30分〜）、土曜（午後1時〜）
アロハ　ククナ 第1、第2、第3月曜　午前9時30分〜
コーラス　カトレア 第1、第3水曜　午後1時30分〜
ホ・アロハ・イリマ 毎週金曜　午前10時〜
サークル　〜 koto 〜 第3木曜　午前10時〜
太極拳教室 6月11日（水）　午後1時30分〜
梅さんの落語会 6月13日（金）　午前10時30分〜
生花教室 6月16日（月）　午後1時30分〜
料理教室 6月25日（水）　午前10時〜
絵手紙教室 5月28日（水）　午後1時30分〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷地域小児救急輪番制
夜間休日の急な病気に対するため、小児科医による小児救急
輪番制があります。お子さんの救急医療に対応できる医療機
関と時間帯は下表のとおりです。
曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

月 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

火 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時〜9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時〜9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時〜5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時〜正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午〜午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

※ 祝日は行いません。当番対応以外の時間帯は小児救急医療
24時間対応のJA とりで総合医療センター（Tel.0297-74-
5551）または土浦協同病院（Tel.029-823-3111）へ電話連
絡のうえ受診してください。
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で・き・ご・と
4-5月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）
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●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター
稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て
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●江戸崎保健センター総合健診 ●ふれあいセンター総合健診

子宮がん・乳がん集団検診のお知らせ

　　　健診のご案内

総合健診のお知らせ〜健診を受けて健康チェックをしましょう〜

●東保健センター集団検診

行事予定（6月） 2歳児歯科健診
▽東保健センター：6月23日（月）午後
1時〜1時20分　対象＝平成24年5
月1日〜5月28日生まれ
3歳児健診
▽東保健センター：6月4日（水）午後
1時〜1時20分　対象＝平成23年4
月17日〜5月27日生まれ
育児相談
随時、お子さんの食事や子育ての相談を

詳しくは、すくすくカレンダーをご覧
ください。
3〜4か月児健診
▽ふれあいセンター：6月18日（水）午
前10時〜10時20分　
1歳6か月児健診
▽江戸崎保健センター：6月2日（月）
午後1時〜1時20分　対象＝平成24
年10月30日〜11月22日生まれ

受け付けています。健康増進課までお気
軽にお電話ください。
マタニティースクール
妊婦さんが安心して出産、育児を迎え
られるようお手伝いする教室です。
▽ふれあいセンター：7月1日（木）
内容＝（午前）妊娠中の過ごし方、お産
の経過と補助動作、（午後）産後の生活、
新生児の育児

　　 あ い ア イ
〜 ママ友をつくりませんか？ 〜
今年度から生後3か月のお子さんを対
象に、あいアイでベビーマッサージをし
ながらサークル作りをしています。
▽日時：6月22日（日）午前10時30分
〜　▽対象：平成26年2月生まれのお子
さんとその保護者　※ 予約は不要です。

〜 救命救急講座（センターつばさ）〜
いざ！という時のためのＡＥＤの使い
方、心臓マッサージや止血法、異物除去
法など、消防署員による実技講習です。
消防車の前で記念撮影も出来ますよ♪
▽日時：6月17日（火）午前10時30分
〜午前11時30分

　　 つばさ・ひまわり
〜 人形劇をみよう！ 〜
人形劇団の方たちによる楽しい人形劇
です。おすすめです♪
▽日時：6月18日（木）午前10時開演　
▽場所：こうだ保育園ホール　▽申込み：
前日までにセンターこうだへ

　　 こ う だ

あそびの広場日程　〜6月分〜
各支援センターとも予約の必要な行事のみ掲載。

（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）
【あいアイ】
  7日（土） ちびっこ運動会
10日（火） ベビーマッサージ（3か月〜）
12日（木） ママと遊ぼう
16日（月） ベビーマッサージ（3か月〜）
17日（火） あいアイ広場（楽しくつくろう！）
20日（金） 6月生まれのお誕生会

【つばさ】
  3日（火） はぎれで可愛いてるてる坊主♪
  6日（金） norinori ☆英語であそぼ♪
10日（火） 給食体験＆子育てトーク
12日（木） お誕生会＆七夕壁飾り☆
24日（火） 小さな鳥かご作り
26日（木） ママカフェ☆ＯＰＥＮ①
27日（金） ママカフェ☆ＯＰＥＮ②

【ひまわり】
  4日（水） お誕生会＆マイコースター作り♪
  5日（木） 冷たいおやつ作り
10日（火） 給食体験（離乳食完了児）
18日（水） 小麦粉粘土あそび
19日（木） 七夕飾りを作ろう
23日（月） UV レジンでキーホルダー作り
26日（木） エアロビ＆ヨガでリフレッシュ☆

【こうだ】
  5日（木） 部屋飾りを作ろう♪
26日（木） 手作りおもちゃで遊ぼう

実施日 7月11日（金）、12日（土）
8月3日（日）／ 9月7日（日）

予約日時 6月10日（火）、11日（水） 
午前8時30分〜午後5時15分

実施日 7月13日（日）、14日（月）、17日（木）、18日（金）／ 8月7日（木）

予約日時 6月16日（月）、17日（火） 午前8時30分〜午後5時15分

実施日 8月4日（月）、5日（火）

予約日時 7月2日（水）、3日（木） 
午前8時30分〜午後5時15分

昨年度受診された方で今年度対象の方には項目確認表を送りましたので、日程など内容をご確認ください。

●対象および各種検診内容
「平成26年度稲敷市各種検診」のお知らせをご覧ください。
●予約方法
健康増進課へお電話（☎0297-87-6111）または直接健康増進課窓口（ふれあいセンター）にてお申し込みください。

つばさ・ひまわり
イチゴ狩り体験♪
いっぱい食べたね！
あまーい苺☆美味し
かったね！

あいアイ
親子でジャンプ！
子どもの成長を感じ
た瞬間です♪

こうだ
素敵なこいのぼりが
できました！！

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　〜 6月分〜
【東保健センター】
2日（月）、11日（水）、18日（水）、25日（水）、27日（金）

【桜川保健センター】
3日（火）、19日（木）、24日（火）、26日（木）
☆ 開設時間：午前10時〜午後3時



 

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書館だより 生涯学習

 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎） tel.0297-87-3439
  fax.0297-87-5306
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■新体操（初心者）
▽日程：8月20日（水）、21日（木）、
22日（金）、27日（水）、28日（木）、
29日（金）　全6回
▽時間：午前10時〜11時30分　▽
定員：25人　▽会場：江戸崎総合運動
公園　体育館メインアリーナ　▽参加
費：2,000円（6回分を初日に徴収）
■キッズフィットネスダンス（初心者）
▽日程：8月6日（水）、7日（木）、8
日（金）　全3回　▽時間：午後1時

30分〜午後3時　▽定員：15人
▽会場：江戸崎総合運動公園　体育館
メインアリーナ　▽参加費：1,000円

（3回分を初日に徴収）
■フットサル（初心者）
▽日程：8月3日（日）、17日（日）　
▽時間：午前9時30分〜午前12時　
▽定員：20人　▽会場：江戸崎総合運
動公園　体育館メインアリーナ
■共通事項
▽受付期間：6月23日（月）〜7月4日（金）

▽申込方法：生涯学習課へ電話（土・日・
祝日を除く午前9時〜午後5時）また
はＦＡＸ（学校名・学年・氏名・住所・
電話番号・保護者連絡先）
▽持ち物：運動できる服装、汗拭き、飲
み物、着替えなどは各自でご用意くだ
さい。
▽その他：定員を超えた場合には抽選
となります。結果は後日全員に通知し
ます。

各種大会結果

◆稲敷市民軟式野球大会
4月6日、13日に桜川球場と新利根球場にて、市内10チー
ムが参加し、第18回稲敷市民軟式野球大会が開催されまし
た。
▽優勝：エンゼルウイングス
▽準優勝：ドリームエンジェルス
▽ＭＶＰ：江川拓郎（エンゼルウイングス）
▽敢闘賞：田島勇人（ドリームエンジェルス）
▽勝利監督賞：宮崎智也（エンゼルウイングス）

◆チューリップ杯
4月19日、20日に桜川球場と浮島球場にて、市内外19チー
ムが参加し、第21回チューリップ杯争奪稲敷市少年野球大
会が開催され、日ごろの練習の成果を発揮しました。

（市内上位チーム　準優勝：あずまブルーアローズＡ　第3
位：浮島ドリームズ　第4位：桜川ツインズ）

夏休みキッズスポーツ教室（小学1・2・3年生対象）

◆春季ソフトボール大会
4月6日、白鷺球場を会場に春季ソフトボール大会が開催
され、白熱した試合が繰り広げられました。

《結果》
▽優勝：アイドリーム　▽準優勝：西部インパルス
▽第3位：江戸崎ベアーズ、共栄工業

図書カレンダー  6月

市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6 7
 8 9 10 11 12 13 14 
 15 16 17 18 19 20 21 
 22 23 24 25 26 27 28
 29 30     
江戸崎公民館図書室
毎週月曜日、2日（月）〜12日（木）
桜川• 新利根公民館図書室
毎週月曜日、2日（月）〜12日（木）
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※ 図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

休館・休室のお知らせ
蔵書点検のため、図書館、公民館図書
室を休館・休室します。ご迷惑をおか
けいたしますがご協力をお願いしま
す。
▽期間：6月2日（月）〜6月12日（木）
貸し出し点数を増やします
長期の休館・休室の伴い貸し出し点数
を増やしますのでご利用ください。
■本：１人10冊まで
　6月1日（日）までの間
■ＤＶＤ・ビデオ・ＣＤ：１人6点まで
　5月27日（火）〜6月1日（日）

市立図書館

映画会　〜6月分〜
▽上映時刻：午後2時〜　▽申込方法：
当日カウンターで　▽定員：各70名
■スペースレンジャー バズ・ライトイヤー
／帝王ザーグを倒せ！（ディズニー 70分）
▽上映日：5月31日（土）・6月1日（日）

■幸せのちから（洋画117分）
▽上映日：14日（土）・15日（日）
■わたしのワンピース（アニメ29分）
▽上映日：21日（土）・22日（日）
■メリダとおそろしの森（アニメ94分）
▽上映日：28日（土）・29日（日）

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
◆おはなしの木：6月21日（土）午後1
時〜　大型絵本「ちいさなくれよん」、
エプロンシアター「おおかみと七匹の
こやぎ」ほか
◆図書館おはなし会：6月29日（日）午
前10時30分〜　大型絵本「おじさんの
かさ」、絵本「あめだま」、ほか

折ってあそぼう！
１枚の紙を折るだけで、動物や花など
いろいろな形を折ることができる折り
紙は、子どもの“心と脳”を育てる様々
な効果があると言われています。
　折ったあとも使ったり、遊んだりで
きる作品を紹介します。

図書館・図書室共通 　ぜひ、この機会に親子で楽しんでみ
てはいかがでしょうか。
▽日時：6月14日（土）午前10時〜
11時
▽対象：3歳〜小学生まで
▽申込み：当日申込み（定員20組）
▽場所：市立図書館

新刊図書
「王朝小遊記」諸田玲子、「フォグ・ハイ
ダ」森博嗣、「ゆずこの形見」伊藤たか
み、「太陽の棘」原田マハ、「本屋さんの
ダイアナ」柚木麻子、「人生エロエロ」
みうらじゅん、「グレイ」堂場瞬一、「君
を憶えてる」牧村一人、「ロング・グッ
ドバイ（東京篇）」司城志朗、ほか

新刊図書（写真左から）

「ごめんなさいといえる」
三浦綾子（小学館）

「曲がり角のその先に」
村岡花子（河出書房新社）

「忍者月論」
津本陽（中央公論新社）
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国
領
主
と
な
っ
た
一
族
で
す
。

　

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
天
正
一
八
年（
一
五
九
〇
）

の
関
東
平
定
の
時
ま
で
、
常
陸
の
守
護
で
あ
り
、

戦
国
大
名
と
な
っ
た
佐
竹
氏
が
、
自
分
の
直
接

支
配
下
に
で
き
な
か
っ
た
土
岐
原
氏
領
国
（
稲

敷
地
方
）
の
中
心
地
で
あ
っ
た
の
が
江
戸
崎
城

で
し
た
。そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
そ
の
後
の
城
主

に
、
関
ヶ
原
合
戦
ま
で
の
十
数
年
間
、
佐
竹
義

宣
実
弟
の
芦
名
盛
重
が
入
り
ま
し
た
。芦
名
氏

の
秋
田（
角
館
）へ
の
移
封
後
、
慶
長
七
年（
一

六
〇
二
）
松
平
信
一
・
信
吉
父
子
が
佐
竹
氏
に

そ
な
え
て
江
戸
崎
城
番
を
勤
め
た
の
を
最
後
に

廃
城
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

●
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

所
蔵
の
図
面
と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
見
覚
え
が

あ
る
と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
江
戸
崎
小
学
校
に
隣
接
す
る「
城
山
」

を
中
心
に
、図
中
の
大
念
寺
、不
動
院
、観
貞
院

（
管
天
寺
）は
、
現
在
の
位
置
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

右
方
の
川
は
小
野
川
、
左
方
の
堀
は
花
指
川
あ

る
い
は
犬
塚
川
に
名
残
り
を
と
ど
め
、
上
方
の

堀
は
自
然
地
形
を
利
用
し
た
空
堀
と
推
測
さ
れ
、

江
戸
崎
総
合
高
校
演
習
地
や
江
戸
崎
中
学
校
裏

山
と
バ
イ
パ
ス
道
路
と
の
間
の
谷
津
・
窪
地
に

相
当
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

江
戸
崎
城
主
は
、
美
濃
国（
岐
阜
県
）を
本
拠

地
と
し
た
清
和
源
氏
の
土
岐
氏
の
一
族
、
土
岐

原
氏
で
あ
り
、
南
北
朝
時
代
の
末
期
か
ら
戦
国

時
代
末
期
ま
で
７
代
に
わ
た
り
稲
敷
地
方
を
支

配
下
に
お
い
た
南
常
陸
を
代
表
す
る
国
人
領
主

戸
崎
城
、
浮
島
城
は
さ
ら
に
西
尾
市
立
図
書
館

の
岩
瀬
文
庫
の
中
に
も
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
作
成
目
的
は
、
江
戸
時
代
の
大

名
達
が
、
い
ざ
合
戦
の
時
に
備
え
て
歴
史
上
の

合
戦
記
を
参
考
に
、
古
城
図
を
ひ
ろ
げ
て
、
城

攻
め
の
机
上
演
習
を
行
っ
た
軍
学
研
究
の
た
め

と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

①
江
戸
崎
城
図

こ
れ
は
平
成
五
年
刊
行
の
『
江
戸
崎
町
史
』
で

紹
介
さ
れ
た
広
島
市
立
中
央
図
書
館
浅
野
文
庫

△現在の地図

△明治14年の地図

△江戸崎城図



モバイル版HP広報へのご意見を！　市民の皆さんのご意見、ご提案を今後の編集に反映していきたいと思います。
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乾燥中の生ハム

畜舎外部の全景．ここで約 1,200 頭の豚が飼育されています。

1．乾燥中の生ハム。選りすぐりの豚肉を塩づけした
生ハムは、熟成される年数により味やコクも変わると
のこと。2．畜舎内部の様子。3．美味しい豚肉の作り
方について語る鹿熊さん。勉強熱心な鹿熊さんは豚づ
くりへの思いを熱く語ってくれました。

稲四季通信＃11
　今回は稲波地区で養豚を営む鹿熊さんのかくま豚の取材に行きました。
当日は養豚施設のほか、生ハムを製造している場所を見せていただき、
鹿熊さんからかくま豚についていろいろ学ぶことができました。
　豚は生まれてから 180 日で出荷され、出荷する 2ヶ月前から、何を食
べさせるかによって肉のおいしさが決まるそうです。そこで鹿熊さんは
出荷する約 4ヶ月前からえさの種類や配合を調節し、おいしい豚を育て
ています。また、鹿熊さんの畜舎から出される豚の排泄物は江戸崎かぼ
ちゃの肥料として使われ、環境にやさしい良い循環型農業が確立されて
います。
　最近、鹿熊さんが力を入れているのは 7 年前から始めた自家製生ハム
とのこと。最高品質の豚肉だけを選んで塩漬けし、1 年から 4 年まで熟
成した生ハムは鹿熊さんの努力からなる最高の味です。
　「おいしい豚肉を消費者の皆さんに食べてもらいたい」という素朴です
が最も大事な目標のもと、鹿熊さんは 40 年以上豚を育て続けています。
　そのためには、清潔で完璧な環境を備えること、基本をしっかり守る
ことが大事であることがわかりました。

筑波大学　小菅良平
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